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1. 平成29年12月期第3四半期の業績（平成29年1月1日～平成29年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第3四半期 4,511 ― 684 ― 682 ― 555 ―

28年12月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年12月期第3四半期 82.99 ―

28年12月期第3四半期 ― ―

平成28年12月期第３四半期は連結業績を開示しておりましたが、平成29年12月期第１四半期より非連結での業績を開示しております。そのため、平成28年第３
四半期の経営成績（累計）及び対前年同四半期増減率については記載しておりません。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年12月期第3四半期 6,659 5,155 77.4

28年12月期 6,073 4,652 76.6

（参考）自己資本 29年12月期第3四半期 5,153百万円 28年12月期 4,651百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00

29年12月期 ― 0.00 ―

29年12月期（予想） 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成29年12月期の業績予想（平成29年 1月 1日～平成29年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,800 3.8 550 △3.4 550 △6.0 425 2.9 63.55

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

平成29年12月期第１四半期より非連結会社に移行したことに伴い、個別業績予想を記載しております。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期3Q 7,796,800 株 28年12月期 7,796,800 株

② 期末自己株式数 29年12月期3Q 1,108,135 株 28年12月期 1,109,267 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期3Q 6,688,187 株 28年12月期3Q 6,687,369 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

平成29年２月10日の業績予想を修正しておりません。上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績
は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項はＰ３．「（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧
下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

平成29年9月の日銀短観によりますと、大企業製造業の業況判断指数（ＤＩ）は、平成29年6月調査から５％ポ

イント上昇の22％ポイントとなりました。一方、大企業非製造業におきましては、前回調査から横ばいの23％ポ

イントとなりました。また、中小企業の業況判断におけるＤＩは、製造業は前回調査から３％ポイント上昇の10

％ポイント、非製造業も、１％ポイント上昇の８％ポイントと、ともに改善しました。３か月後を予想する業況

判断では、大企業製造業でマイナス３％ポイント、大企業非製造業ではマイナス４％ポイントと、北朝鮮情勢の

動向が懸念されるほか、海外経済の先行きや人手不足感の強まりに慎重な見方を維持している企業が多いといえ

ます。

こうした経済情勢の下、当社の事業と関わりの深い国土交通省の平成29年度予算は、「防災・安全交付金」と

「社会資本整備総合交付金」の総額でほぼ前年並みの予算が計上されておりました。また、全国の政令指定都市

及び東京都区部の下水道事業費の合計は、対前年度比2.4％増となっています。

我が国の上下水道インフラ資産は、約130兆円との内閣府の試算があり、セクター別で道路に次ぐストックがあ

ります。上水道はほぼ普及しているものの、水道施設の管路更新率は0.76％（平成26年度末時点）と仮に今後す

べての管路を更新するとした場合約130年を要することとなり、法定耐用年数（40年）を超える管路の更新需要の

ピークが到来しつつあります。下水道は未普及の地域があることから、施設の新規の整備は残すものの減少を辿

っていますが、水道施設と同様に高度成長期に急速に整備した施設が毎年大量に耐用年数を迎え、安心・安全で

文化的生活を送るために不可欠なこれらのインフラ資産を維持、更新してゆくことが求められています。また、

近年頻発するゲリラ豪雨や局地的に発生する地震から人命や資産を守る浸水対策や地震が発生してもトイレが使

えるなどの地震対策、津波に強い下水道施設の補強対策など、新たなニーズも高まっています。

当社は、このような外部環境のもと、主に、上水道分野では、「安全・強靭・持続・連携・挑戦」をキーワー

ドとした厚生労働省水道課が掲げる新水道ビジョンに則ったアセットマネジメント関連業務の積極的な受注活動

を展開しました。下水道分野では、国土交通省下水道部の主要７大テーマ、「震災復旧・復興の支援の強化と全

国的な安全・安心対策の実施」、「未普及地域の早期解消」、「水環境マネジメントの推進」、「施設管理・運

営の適正化」、「下水道経営の健全化」、「低炭素・循環型社会への取組推進」及び「国際展開と官民連携によ

る水ビジネスの国際展開」に沿った受注活動を展開しました。更に、総務省が支援を行っている簡易水道・下水

道事業における地方公営企業法の適用による公営企業会計の導入支援関連業務、下水道事業経営戦略策定業務等

の受注活動なども推進してまいりました。海外分野では、官民連携による新興国の案件発掘などの受注活動を展

開しました。

他方、社内体制につきましては、「維持・運営の時代」を見据えた組織づくり、長時間労働の是正と生産性向

上を目的とした「働き方改革」の推進、社内の各階層での意思疎通と情報共有、部署別経営指標の随時確認によ

る経営課題の迅速な軌道修正、受注したプロジェクトの適正な予算管理、工程管理、外注管理、社内エンジニア

のスキル向上、次代を担う若手人材の確保・育成、社外ネットワークの拡大などによる生産性向上と原価低減を

図り、収益の拡大に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期累計期間の受注高は52億９千３百万円となりました。一方、完成業務高は45億１千１百

万円、営業利益は６億８千４百万円、経常利益は６億８千２百万円、四半期純利益は５億５千５百万円となりまし

た。

当社における事業部門別の業績は、次のとおりであります。

［建設コンサルタント部門］

建設コンサルタント部門につきましては、受注高は49億６千４百万円となりました。一方、完成業務高は42億１

千６百万円となりました。

［情報処理部門］

情報処理部門につきましては、受注高は３億２千８百万円となりました。一方、完成業務高は２億９千４百万円

となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期会計期間末における総資産は、現金及び預金の増加等により前事業年度末と比較して５億８千５百

万円増加し、66億５千９百万円となりました。

負債は、未成業務受入金の増加等により前事業年度末と比較して８千３百万円増加し、15億４百万円となりまし

た。

純資産は、四半期純利益の計上等により、５億２百万円増加し、51億５千５百万円となりました。この結果、自

己資本比率は77.4％となりました。

なお、前第３四半期連結累計期間は四半期連結財務諸表を作成し、四半期財務諸表を作成していないため、前年

同四半期との比較分析は行っておりません。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年２月10日に公表した業績予想につきましては、現時点において変更しておりませんが、今後様々な要

因を精査し、修正が必要になった場合には速やかに開示いたします。

決算短信（宝印刷） 2017年11月01日 14時30分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

オリジナル設計㈱（4642）平成29年12月期第3四半期決算短信



― 4 ―

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,022,855 4,098,297

完成業務未収入金 1,571,580 1,269,455

未成業務支出金 12,622 2,878

繰延税金資産 136,739 142,884

その他 272,064 76,196

流動資産合計 5,015,861 5,589,712

固定資産

有形固定資産 356,330 374,869

無形固定資産 119,486 114,481

投資その他の資産 582,000 580,561

固定資産合計 1,057,818 1,069,911

資産合計 6,073,679 6,659,624

負債の部

流動負債

業務未払金 223,309 112,866

リース債務 19,832 21,404

未払法人税等 89,189 95,607

未成業務受入金 215,306 471,214

賞与引当金 35,129 172,093

受注損失引当金 20,527 18,798

その他 426,785 267,964

流動負債合計 1,030,078 1,159,949

固定負債

退職給付引当金 250,255 212,549

株式給付引当金 18,018 16,478

リース債務 48,292 40,001

資産除去債務 46,889 47,672

繰延税金負債 19,027 19,373

その他 8,400 8,400

固定負債合計 390,882 344,475

負債合計 1,420,961 1,504,424

純資産の部

株主資本

資本金 1,093,000 1,093,000

資本剰余金 2,886,615 2,886,615

利益剰余金 1,295,639 1,796,648

自己株式 △670,434 △669,954

株主資本合計 4,604,820 5,106,309

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 46,610 47,602

評価・換算差額等合計 46,610 47,602

新株予約権 1,287 1,287

純資産合計 4,652,717 5,155,199

負債純資産合計 6,073,679 6,659,624
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

(単位：千円)
当第３四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

完成業務高 4,511,444

完成業務原価 2,909,703

売上総利益 1,601,740

販売費及び一般管理費 917,697

営業利益 684,042

営業外収益

受取利息 192

受取配当金 3,160

出向者業務分担金 3,210

その他 7,213

営業外収益合計 13,776

営業外費用

支払利息 1,495

株式関係費用 10,453

為替差損 1,711

その他 1,632

営業外費用合計 15,292

経常利益 682,526

税引前四半期純利益 682,526

法人税、住民税及び事業税 133,603

法人税等調整額 △6,145

法人税等合計 127,458

四半期純利益 555,067
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（追加情報）

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日)を第１四半

期会計期間から適用しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

当社は、建設コンサルタント事業並びにこれらに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略してお

ります。
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